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【西伊豆町】町営の地産地消拠点である「はんばた市場」を視察し、
ふるさと納税・「はんばた市場」・電子地域通貨「サンセットコイ
ン」・「ツッテ西伊豆」の各事業を説明していただきました。人口
減少や高齢化率約52％への危機感から、何とかしたいと挑戦を
続け、アンテナを高く張り地域ブランド化となる事業を次々と立
ち上げ、多数の職員を巻き込んで事業を展開していました。

【松崎町】町役場で移住・地域おこしの取り組みを中心に説明い
ただいたあと施設を視察しました。「出会い村蔵ら」では高齢者
の活躍機会の創出を目的に企業組合の運営をしていました。交流
拠点施設「ふれあいとーふや」では創業・雇用の創出や関係人口
の創出による地域の活性化を支援していました。

 （委員長　富岡	大志）

　宮城県村田町の有機廃棄物処理工場、（株）県南衛生工業「ハ
ザカプラント」は、生ごみ・汚泥類・し尿やふん尿・血液から魚
介類まで、有機物を発酵処理し、肥料化する施設です。設備は幅
３ｍ・深さ２ｍ・長さ100ｍのレーンに処理材料を投入し、１
日１回４ｍずつ、機械式ロータリーで一定方向へかき混ぜ送り出
す方式です。有機材料はかき混ぜることにより地中バクテリアに
よって発酵分解・無害化され、最終的に堆肥になります。
　設備の最大の利点は費用をかけて処理が必要な廃棄物を有用な
ものへと再生産できることです。これはカーボンニュートラル・
SDGs（持続可能な開発目標）の実践と思います。吉岡町でもこ
のような取り組みを検討し、今後行動を起こすべき選択肢の一つ
と感じます。　　　　　　　　　　　　　（副委員長　飯塚	憲治）

群馬県町村議会議長会主催　広報クリニック研修
　11月24日・25日の２日間、前橋市にある群馬県市町村会館で、
広報クリニック研修がありました。
　24日は、「議会広報誌の基本と編集」に関して、テキストを参
考に講演がありました。
　25日は、「吉岡町議会だより」の広報誌に対し、クリニックを
通して改善点の指摘や講評がありました。吉岡町の広報誌に関し
て、長所・短所の的確な指摘をいただき、今後の企画編集の課題
として、大きな成果が得られた研修会となりました。

（委員長　葊嶋　隆）

地域活性化の先進事例に学ぶ

有機廃棄物の処理・活用施設を視察

情報が伝わる広報誌に

総務産業
常任委員会

文教厚生
常任委員会

議会広報
常任委員会

地域活性化には「地域ブランド化」・「関係人口創出」
が重要（西伊豆町「はんばた市場」

有機廃棄物処理施設「ハザカプラント」

コロナ対策により日程を分けて開催した
（群馬県市町村会館）
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次の議会は３月上旬を予定しています。
会議は９時３０分から始まります。
詳しい日程などは広報よしおか２月号に
掲載されます。
また、町ホームページでもお知らせします。

皆さんの傍聴を皆さんの傍聴を
お待ちしています。お待ちしています。

問１

問２

問３

第４回定例会で採択された請願はいくつでしょう。
Ａ．２つ　　Ｂ．３つ　　Ｃ．４つ

一般質問は何人が行ったでしょう。
Ａ．８人　　Ｂ．９人　　Ｃ．１０人　

町政功労者表彰は何人が受賞したでしょう。
Ａ．３人　　Ｂ．４人　　Ｃ．５人

応募方法　
	・はがきに答えの記号（例１－Ａ）、住所、氏名、年齢、		
			職業を書いてください。
※個人情報は商品の発送のみに使用します。
	・ご意見やご要望などもあわせてお寄せください。
			「お便りコーナー」で紹介します。
応募先　
　〒 370–3692　
　吉岡町大字下野田５６０番地　吉岡町議会事務局
応募期限　３月１日消印有効
賞品　正解者の中から抽選で５人に、図書カードをプ
レゼントします。当選者の発表は、商品の発送をもっ
て代えさせていただきます。

		前回の正解は１－Ｃ、２－Ｂ、３－Ｃでした。

私もひとこと私もひとこと
魅
力
あ
る
吉
岡
町
へ

吉
よしざわ

澤　匡
ま さ み

美さん
（大久保寺下）

　私
の
住
む
大
久
保
寺

下
地
区
は
、
大
型
商
業

施
設
が
立
ち
並
び
、
さ

ら
に
い
く
つ
か
の
商
業

施
設
の
出
店
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

町
の
活
性
化
に
伴
い
子

育
て
世
代
が
多
く
移
り

住
ん
で
お
り
、
通
勤
・

通
学
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
交
通
ア
ク
セ
ス
も
良

い
地
域
で
す
。
今
後
は
、

吉
岡
町
で
育
っ
た
子
ど

も
た
ち
が
住
み
続
け
る

と
と
も
に
、
若
い
世
代
が

住
み
た
く
な
る
魅
力
あ

る
街
に
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

恵
ま
れ
た
自
然
や
豊
富

な
農
産
物
な
ど
、
吉
岡

町
な
ら
で
は
の
資
源

を
生
か
す
こ
と
で
地

域
が
賑に

ぎ

わ
い
、
住
民

が
楽
し
く
暮
ら
せ
る

地
域
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

 表紙の写真

　令和５年が快晴の日の出とともに始まりました。
吉岡町の東玄関でもある新坂東橋の上では､ 明る
く伸びゆく吉岡町を象徴するかのような、穏やかで
力強い初日の出を見ることができました。日の出前
から参集した吉岡町側､
前橋市側からの大勢の
人たちが、平和に輝く
初日の光を浴びながら、
明るい未来にそれぞれ
の想いを巡らせていま
した。
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町の振興発展に貢献

　１２月１日、飯島衛議員、平形薫議員、
山畑祐男議員、岩﨑信幸議員が町政功労
者表彰を受賞しました。

飯島議員　平形議員　柴﨑町長　山畑議員　岩﨑議員
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年
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行
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行
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責
任
者

　
議
長

　
岩
﨑
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幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編

　
集
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会
広
報
常
任
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編
集
後
記

編
集
委
員

　令
和
４
年
の
漢
字
は
『
戦
』
で

し
た
。
人
間
と
感
染
症
と
の
戦

い
、
国
と
国
と
で
起
こ
っ
て
い
る

戦
い
と
あ
り
ま
し
た
が
、私
が
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
戦
い
は
サ

ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
熱

戦
で
す
。
日
本
代
表
の
活
躍
に
、

感
動
や
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

　わ
れ
わ
れ
議
員
も
、
吉
岡
町

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
論
戦

に
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
12
月
議
会
で
は
、
現

メ
ン
バ
ー
で
の
最
多
の
10
人
が
一

般
質
問
に
立
ち
、町
政
を
問
い
た

だ
し
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ

あ
と
１
回
に
な
り
ま
し
た
が
、よ

り
良
い
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
最
後
ま
で
奮
闘
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

（
小
林

　静
弥
）

見やすいユニバー
サルデザインフォ
ントを採用してい
ます。

議
会
を

 

傍
聴
し
て

★ 人と
ひ
議会広報常任委員が、「広

こうちょう

聴」活動として、吉岡町で
活躍している「ひと」にインタビューをします。

－－

吉
岡
町
で
の
勤
務
が
多
い
と

お
聞
き
し
ま
し
た
。

須
藤
さ
ん
　
駒
小
は
校
長
３
年

目
で
す
が
、
教
諭
と
し
て
勤
め

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
明
小
は

教
諭
と
し
て
初
任
の
学
校
で
、

教
頭
・
校
長
と
し
て
も
勤
め
ま

し
た
。
ま
た
、
町
教
育
委
員
会

で
の
勤
務
経
験
が
あ
り
ま
す
。

－－
た
く
さ
ん
の
児
童
が
在
籍
し

て
い
る
駒
小
。
先
生
の
体
制
や

児
童
の
様
子
な
ど
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

須
藤
さ
ん
　
令
和
４
年
度
は
児

童
７
８
５
人
・
職
員
65
人
・
31

学
級
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

教
職
員
の
業
務
は
学
級
担
任
が

中
心
で
す
が
、
一
人
一
人
が
全

体
を
調
整
し
、
ま
と
め
て
い
く

業
務
も
分
担
で
担
っ
て
い
ま
す
。

各
学
年
は
担
任
と
担
任
外
の
教

職
員
で
組
織
さ
れ
、
所
属
学
年

の
学
習
指
導
・
生
活
指
導
の
充

実
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
指
導
体
制
で
、
児
童
が
安

心
し
て
生
活
や
学
習
に
取
り
組

め
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

駒
小
生
は
礼
儀
あ
る
明
る
い
優

し
い
児
童
、
大
集
団
の
中
で
も

個
性
の
持
ち
味
を
発
揮
す
る
た

く
ま
し
い
児
童
が
多
い
で
す
。

－－

Ｈ
ｉ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｉ
プ
ラ
ン
は
町

内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
進
め
る
中
で
特
に
注

意
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

須
藤
さ
ん
　
取
り
組
み
を
推
進

さ
せ
る
に
は
、
１
人
の
先
生
が

実
践
で
き
る
だ
け
で
は
学
校
全

体
の
取
り
組
み
と
し
て
不
十
分

で
す
。
学
年
の
発
達
段
階
に
応

じ
て
、
系
統
的
に
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
職
員
に
は
、

研
修
や
ス
キ
ル
習
得
の
場
を
設

け
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
に
は

タ
イ
ピ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

－－

町
議
会
や
町
政
に
望
む
こ
と

は
。

須
藤
さ
ん
　
多
大
な
行
政
支
援

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

－－

町
民
の
皆
さ
ん
に
一
言
お
願

い
し
ま
す
。

須
藤
さ
ん
　
地
域
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
、
そ
し
て
学
校

を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
町
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
教
職

員
が
働
き
や
す
く
子
ど
も
た
ち

に
精
い
っ
ぱ
い
向
き
合
え
る
よ

う
、
ご
支
援
の
声
を
届
け
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

駒
寄
小
学
校
　
校
長

須す

　
藤と

う

　
昭あ

き

　
利と

し

　
さ
ん

学
校
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
感
謝

児童が安心して生活や学習に取り組めるように
配慮しています（交通安全教室）
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